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12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし
　

平
成
27
年
12
月
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で
の
８
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
の
開
会
初
日
は
、
戸
田
衛
村
長
か
ら
第
一
次
産
業
の
今
年
度
の

経
営
状
況
、
再
処
理
工
場
お
よ
び
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
の
竣
工
時
期
の
延

期
、
28
年
度
か
ら
37
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
４
次
総
合
振
興
計

画
」
の
策
定
状
況
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
向
け
今
後
５
年
間

に
取
り
組
む
べ
き
政
策
の
基
本
目
標
を
定
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
」を
10
月
末
に
策
定
し
た
旨
に
つ
い
て
報
告
し
た
う
え
で
、

上
程
し
た
議
案
な
ど
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。

　

本
定
例
会
に
は
、
27
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
７
会
計
の

補
正
予
算
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴
う
特
定
個
人
情
報
の
利
用

の
た
め
の
条
例
制
定
お
よ
び
改
正
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
放
課
後
教
室
の
実
施
場
所
変
更
に
伴
う
条
例
改
正
、

村
道
倉
内
道
ノ
上
線
を
整
備
す
る
た
め
の
用
地
取
得
な
ど
14
件
の
議
案

と
、
国
の
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
を
活
用
し
た
村
内
の
空
き
家
の
実

態
把
握
と
そ
の
利
活
用
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
専
決
処
分
し
た
承
認

１
件
、
任
期
満
了
と
な
る
監
査
委
員
に
引
き
続
き
「
海
津
清
美
」
氏
を

選
任
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
教
育
委
員
に
「
簗
田
信
義
」
氏
を
選
任
、

任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、引
き
続
き「
福

田
嘉
洋
」
氏
を
、
新
た
に
「
高
橋
壽
政
」
氏
と
「
鳥
谷
部
信
一
」
氏
を

選
任
し
同
意
を
求
め
る
３
件
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
ど
お
り
決
し
ま
し
た
。

　

30
日
に
行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
子

育
て
支
援
・
ご
み
収
集
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
広
範
に
わ

た
り
厳
し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
陳
情｣

に
つ
い
て
は
、
資
料
配
布

と
い
た
し
ま
し
た
。

　　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.rokkasho.jp/

）
内

の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マイナンバーの運用がいよいよスタート　社会保障や　税などに関連する条例改正などを可決税などに関連する条例改正などを可決

社会保障・税番号制度など　に伴うシステムに伴うシステム
　開発に９０００万円計上

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

　「行政手続における特定の個人を　「行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関す識別するための番号の利用等に関す
る法律」、いわゆる「マイナンバー法」る法律」、いわゆる「マイナンバー法」
は、国民一人ひとりに 12 桁の番号は、国民一人ひとりに 12 桁の番号
を割り振り、社会保障や納税に関すを割り振り、社会保障や納税に関す
る情報を一元的に管理する制度を導る情報を一元的に管理する制度を導
入するための法律で、25年 5月に国入するための法律で、25年 5月に国
会で成立し、今年の１月から番号の会で成立し、今年の１月から番号の
利用がスタートしました。利用がスタートしました。
　運用にあたり、年金や納税など異　運用にあたり、年金や納税など異
なる分野の個人情報を照合できるこなる分野の個人情報を照合できるこ
とから、行政の効率化や公正な給付とから、行政の効率化や公正な給付
と負担を実現し、手続きの簡素化にと負担を実現し、手続きの簡素化に
よる国民の負担軽減が期待されていよる国民の負担軽減が期待されてい
ます。ます。
　昨年 10 月からは、順次、左図の　昨年 10 月からは、順次、左図の
ような通知カードが簡易書留で届いような通知カードが簡易書留で届い
ていると思います。ていると思います。
　生涯にわたり様々な分野で使われ　生涯にわたり様々な分野で使われ
る大事な情報源が含まれていますのる大事な情報源が含まれていますの
で、失くさないよう大切に保管してで、失くさないよう大切に保管して
ください。ください。

通知カードを受け取りましたか？通知カードを受け取りましたか？

六ヶ所　花子

青森県上北郡六ヶ所村大字〇〇字○○

六ヶ所　花子

青森県上北郡六ヶ所村大字〇〇字○○

ロッカショ　ハナコ

六ヶ所村長

ＮＮＮＮＮ村長様
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一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
出
は
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
な
ど
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料

（
約
９
０
０
０
万
円
）、
旧
尾
駮
診
療
所
医
師
住
宅

改
修
工
事
請
負
費
（
約
１
２
０
０
万
円
）、
新
規

就
農
者
支
援
住
宅
新
築
工
事
費
（
約
３
２
０
０
万

円
）
な
ど
の
追
加
と
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
負

担
金
（
▲
２
７
０
０
万
円
）
な
ど
を
減
額
し
、
歳

入
に
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整

備
補
助
金
（
約
４
０
０
万
円
）
な
ど
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
・
交
付
金
や
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

返
納
金
（
約
１
７
０
０
万
円
）
を
追
加
し
た
ほ
か
、

財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
調
整
を
行
っ

た
結
果
、
１
億
３
８
９
１
万
８
千
円
を
追
加
し
、

１
４
３
億
６
６
９
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
３
つ
の
特
別
会
計
と
３
つ
の
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
保
険
給
付
に
よ
る
療
養
給
付
費
交
付
金
の

減
額
や
国
庫
支
出
金
返
還
金
の
追
加
の
ほ
か
、
人
件

費
の
精
査
な
ど
所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で

す
。

補
正
予
算
の
内
容

マイナンバーの運用がいよいよスタート　社会保障や　税などに関連する条例改正などを可決マイナンバーの運用がいよいよスタート　社会保障や　

社会保障・税番号制度など　に伴うシステム社会保障・税番号制度など　
　開発に９０００万円計上　開発に９０００万円計上

1212
月
定
例
会

月
定
例
会

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 １４２億２７９９万２千円 １億３８９１万８千円 １４３億６６９１万円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

１２億８７２０万６千円 ▲３１６万円　　 １２億８４０４万６千円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定）

１億　４１７万３千円 ４２万７千円 １億　４６０万円　　

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

１０億３３３７万９千円 ３５８万６千円 １０億３６９６万５千円

水道事業会計※１ ３億６６８０万４千円 ▲４万３千円 ３億６６７６万１千円

農業集落排水事業会計※１ １億３１３７万８千円 　▲７千円 １億３１３７万１千円

下水道事業会計※１ ６億６５０７万５千円 １０万８千円 ６億６５１８万３千円

下水道事業会計※２ １０億　９８１万６千円 ３万５千円 １０億　９８５万１千円

※１は収益的支出、※２は資本的支出

補 正 予 算 の 状 況
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現
在
、
む
つ
小
川

　
　
　

原
港
地
区
周
辺
に
洋

上
風
力
発
電
の
建
設
が
計
画

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
尾

駮
沼
か
ら
老
部
川
の
間
は
渡

り
鳥
の
移
動
す
る
通
り
道
で

あ
る
。

　

ま
た
、
尾
駮
地
区
住
民
の

生
活
環
境
や
周
辺
海
域
の
漁

獲
な
ど
に
影
響
し
な
い
の
か

ど
う
か
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。

　

私
自
身
、
洋
上
風
力
発
電

の
建
設
に
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
洋
上
風
力
発
電

施
設
の
設
置
箇
所
に
つ
い

て
、
計
画
の
縮
小
も
し
く
は

村村のここをどうする？のここをどうする？
３人の議員が村長の姿勢をチェック

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたる執行状況や将来の方針などについて、報告や説明を求めたり、質問をするこ
とで、１年に４回開催される定例会で行われます。

木村　常紀 議員

設
置
場
所
の
変
更
が
で
き
な

い
も
の
か
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
や
地
元

漁
業
協
同
組
合
員
へ
の
説
明

な
ど
が
な
い
の
か
、
村
長
の

見
解
を
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。　

　
　
　
　

事
業
者
は
、
27
年

　
　
　

６
月
３
日
か
ら
７
月

２
日
ま
で
の
間
に
環
境
影
響

評
価
準
備
書
の
縦
覧
を
行

い
、
現
在
、
環
境
影
響
評
価

書
の
作
成
段
階
に
あ
る
。

　

今
後
、
国
の
環
境
審
査
顧

問
会
お
よ
び
青
森
県
環
境
影

響
評
価
審
査
会
な
ど
の
助
言

を
踏
ま
え
て
、
洋
上
風
力
発

電
設
備
の
基
数
お
よ
び
基
礎

の
工
法
な
ど
が
決
定
さ
れ
る

と
伺
っ
て
い
る
。

　

事
業
内
容
の
説
明
に
つ
い

て
は
、
村
内
３
漁
協
か
ら
の

要
請
に
よ
り
、
25
年
９
月
30

日
に
事
業
計
画
案
の
説
明
を

行
い
、
住
民
を
対
象
と
し
た

説
明
会
は
、
26
年
６
月
15
日

と
27
年
６
月
14
日
に
文
化
交

流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
を

会
場
と
し
て
行
っ
た
と
伺
っ

て
い
る
が
、
事
業
者
に
は
、

再
度
、
地
元
漁
業
関
係
者
な

ど
へ
十
分
な
事
業
説
明
を
行

い
、
合
意
形
成
に
よ
り
事
業

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
請
し

て
参
り
た
い
。

　
　
　
　

組
合
関
係
者
に
も

　
　
　

確
認
し
た
と
こ
ろ
、

詳
し
い
計
画
は
伺
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
組

合
関
係
者
だ
け
で
な
く
沢
山

の
方
々
か
ら
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。

洋
上
風
力
発
電
の
建
設
計
画
を
地
元
漁
協
組
合
員
へ
説
明
は
な

い
の
か
。

地
元
関
係
者
と
合
意
形
成
に
よ
り
進
め
る
よ
う
要
請
す
る
。

問

答

再

事 業 名 称 　むつ小川原港洋上風力発電事業

事 業 主 体 　むつ小川原港洋上風力開発株式会社

発 電 能 力

　80ＭＷ（最大）
　　尾駮西側：2.5 ＭＷ級～ 3.0 ＭＷを 14基程度
　　尾駮東側：2.5 ＭＷ級～ 5.0 ＭＷを  ８基程度
　　新 納 屋：2.5 ＭＷ級～ 3.0 ＭＷを 10基程度

設 置 場 所
　六ヶ所村新納屋地先および尾駮地先
　（むつ小川原港港湾区域内）

工 期
　着 工 予 定：平成 28年
　運転開始予定：平成 30年

事 業 期 間 　運転開始から 20年間

洋上風力発電の事業計画

※この情報は、事業者のホームページで公表されている事業計画を引用したものです。

一
般
質
問

一
般
質
問

形
式

設 置 海 域
定格
出力
（ＭＷ）

基数
（基）

発電
出力

（万ｋＷ）

設置時期
（年月）

着

床

式

北海道 瀬 棚 港 0.6 2 0.12 2004.4

秋田県 秋 田 港 3.0 1 0.3 2015.2

山形県 酒 田 港 2.0 5 1.0 2004.1

茨城県 鹿 島 港 2.0 7 1.4 2010.2

茨城県 鹿 島 港 2.0 8 1.6 2013.2

千葉県 銚 子 港 2.4 1 0.24 2013.3

福岡県 北九州市沖 2.0 1 0.2 2013.6

浮
体
式

長崎県 五島市椛島沖 2.0 1 0.2 2013.10

福島県 福島県沖 2.0 1 0.2 2013.11

計 27 5.26

国内の洋上風力発電の導入実績

問答

出典：ＮＥＤＯ
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
つ
い
て
、
次
の
２
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

次
世
代
エ
ネ
ル

　
　
　

ギ
ー
パ
ー
ク
の
整
備

事
業
を
申
請
し
22
年
の
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ト
の
実
証
試

験
を
皮
切
り
に
事
業
を
展
開

し
て
い
る
が
、
そ
の
成
果
は

い
か
が
か
。

　

ま
た
、
地
域
へ
の
活
用
は

ど
の
よ
う
な
事
業
を
計
画
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

次
世
代
エ
ネ
ル

　
　
　

ギ
ー
の
あ
り
方
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
20
年
６
月
に
認
定

を
受
け
、
現
在
11
事
業
所
が

加
入
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
を
展
開
し
、
こ
れ
ま
で
延

べ
８
千
５
百
人
の
見
学
者
を

受
け
入
れ
て
き
た
。

　

そ
の
内
訳
は
、
村
内
が

23
％
、
県
内
29
％
、
県
外
が

48
％
で
、
学
校
の
校
外
学
習

が
最
も
多
く
、
続
い
て
企
業

関
係
や
各
種
団
体
と
な
っ
て 髙橋　文雄 議員

お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
た

な
取
り
組
み
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
る
理
解
促
進
や
、
買

い
物
な
ど
に
よ
る
商
業
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
修
学
旅
行
の
誘

致
を
図
り
、
村
の
産
業
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
４
社
が
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
北
地
区
で
系
統
電

力
か
ら
独
立
し
た
電
力
網
の

ク
ロ
ー
ズ
ド
グ
リ
ッ
ト
を
独

自
に
構
築
し
、
需
要
と
供
給

の
連
動
を
支
え
る
技
術
開
発

の
実
証
試
験
を
行
っ
た
が
、

デ
ー
タ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

効
率
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム

開
発
に
利
用
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

本
村
の
、
風
力
・

　
　
　

太
陽
光
発
電
は
、
国

内
最
大
規
模
で
、
今
後
さ
ら

に
事
業
拡
大
が
予
想
さ
れ
る

が
、
地
域
に
ど
ん
な
恩
恵
が

あ
る
の
か
不
透
明
で
あ
る
。

　

電
力
自
由
化
を
見
据
え
、

電
気
料
金
の
還
元
策
な
ど

六
ヶ
所
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
施
策
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　

村
に
は
、
現
在
、

　
　
　

太
陽
光
発
電
が
約

11
万
７
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

風
力
発
電
は
92
基
で
約

14
万
５
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
稼

働
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
洋
上
風
力
発
電

を
含
め
発
電
設
備
の
整
備
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

同
施
設
に
は
、
年
間
約

２
億
５
千
万
円
の
固
定
資
産

税
の
課
税
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
稼
働

し
た
太
陽
光
発
電
施
設
に
は

新
た
に
数
億
円
の
課
税
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

村
と
し
て
は
、
風
力
発
電

な
ど
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

公
共
施
設
や
周
年
出
荷
が
可

能
な
ハ
ウ
ス
施
設
へ
の
活
用

な
ど
、
地
域
に
還
元
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
事
業
者
と

と
も
に
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

風
力
・
太
陽
光
の
立
地
が
地
域
に
ど
ん
な

恩
恵
が
あ
る
の
か
。

固
定
資
産
税
の
納
税
が
地
域
振
興
に
寄
与

し
て
い
る
。

問答

問答問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
向
け
、
酪
農
家
に
対
す
る
新
た
な
施
策
は
な
い
か
。

移
転
跡
地
の
草
地
を
活
用
し
て
安
定
経
営
を
図
り
た
い
。

問答
　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
次
の
２
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

政
府
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

　
　
　

大
筋
合
意
し
た
こ
と

を
受
け
、
報
道
機
関
が
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、

村
長
は
「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」と
回
答
し
て
い
る
が
、

そ
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

　

ま
た
、
予
想
さ
れ
る
事
態

を
想
定
し
た
中
で
、
新
た
な

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
が
行

　
　
　

わ
れ
た
昨
年
10
月
時

点
で
は
、
ど
の
程
度
の
影
響

が
出
る
の
か
の
試
算
、
そ
の

影
響
に
対
す
る
国
の
対
策
が

見
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」
と
回
答
し
た
と
こ
ろ

で
、
今
後
、
国
の
方
針
や
対

策
を
見
極
め
な
が
ら
村
独
自

の
施
策
を
検
討
し
て
参
り
た

い
。

　

ま
た
、
農
業
活
性
化
の
構

想
を
策
定
す
る
た
め
、
若
手

農
業
者
・
新
規
就
農
者
・
農

業
法
人
代
表
者
と
各
分
野
の

有
識
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
、
農
協
改
革
と
農

業
分
野
の
改
革
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
課
題
の
把
握
と

解
決
策
の
検
討
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　

最
も
痛
手
を
受
け

　
　
　

る
畜
産
は
、
既
存
の

経
営
体
の
崩
壊
も
懸
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な

施
策
が
必
要
と
思
う
が
村
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
新
年
度
に
向
け
た

計
画
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容
を

伺
い
た
い
。

　
　
　
　

酪
農
家
に
対
す
る

　
　
　

施
策
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
様
々
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

通
常
国
会
に
お
い
て
そ
の
対

策
の
議
論
が
な
さ
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

　

村
は
こ
れ
ま
で
、
優
良
基

礎
繁
殖
牛
導
入
事
業
、
畜
産

ヘ
ル
パ
ー
利
用
助
成
事
業

や
、
伝
染
病
予
防
事
業
な
ど

を
は
じ
め
、
新
た
に
、
新
規

就
農
者
支
援
事
業
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
に
よ
る

酪
農
家
の
支
援
、
そ
し
て
酪

農
家
か
ら
の
預
託
牛
を
受
け

入
れ
す
る
た
め
の
、
６
号
牛

舎
整
備
事
業
を
実
施
し
、
酪

農
家
の
経
営
安
定
に
つ
な
げ

て
参
り
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
の
酪
農
を
維

持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
地
域

集
約
型
酪
農
経
営
協
議
会
が

６
月
に
設
立
さ
れ
、
地
域
酪

農
の
集
約
化
、
法
人
化
、
大

型
経
営
な
ど
に
総
合
的
に
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
防
衛
省
に
要
望
し

て
い
た
平
沼
・
六
原
地
区
の

移
転
跡
地
の
草
地
利
用
に
つ

い
て
、
借
用
で
き
る
見
通
し

が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、
酪
農

家
に
よ
る
緑
地
と
し
て
の
管

理
に
よ
る
粗
飼
料
生
産
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
経
営
安
定

を
図
っ
て
参
り
た
い
。

問

答 問

答

答

一
般
質
問

一
般
質
問
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し
、
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
が

増
え
つ
つ
あ
る
と
と
も
に
、

集
会
室
が
２
階
部
分
に
あ
る

こ
と
か
ら
高
齢
者
が
利
用
し

に
く
い
な
ど
の
不
満
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
尾
駮
浜
集
会
所

は
、
葬
祭
な
ど
を
行
う
に
は

狭
す
ぎ
る
と
の
声
を
伺
っ
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま

え
、
尾
駮
地
区
の
新
た
な
集

会
施
設
の
整
備
は
、
旧
尾
駮

診
療
所
跡
地
へ
の
建
設
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、現
在
、

旧
施
設
の
財
産
処
分
の
手
続

き
を
進
め
て
い
る
。

　

手
続
が
済
み
次
第
、
各
自

治
会
と
集
会
所
の
集
約
化
に

向
け
て
協
議
を
し
な
が
ら
進

め
て
参
り
た
い
。

　

村
長
は
、「
児
童
が
放
課

後
を
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
場
を
提
供
し
、
児
童

の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、

放
課
後
教
室
の
整
備
充
実
を

促
進
す
る
。」
と
し
、
今
年

度
か
ら
子
ど
も
支
援
課
を
設

置
し
、
放
課
後
教
室
の
基
準

を
定
め
る
条
例
や
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
の
拡

大
を
し
た
が
、
も
っ
と
大
胆

な
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
次
の

３
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

共
働
き
世
帯
な
ど

　
　
　

の
負
担
軽
減
と
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
学
校
の
休
業
期
間
中
だ

け
で
も
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
受
け
入
れ
を
実
現
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

　
　
　

ン
で
は
、
対
象
児
童

は
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年

生
と
し
て
お
り
、
そ
の
他
に

特
別
支
援
学
校
の
児
童
お
よ

び
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児

童
で
健
全
育
成
上
、
指
導
を

要
す
る
児
童
も
加
え
る
こ
と 寺下　和光 議員

が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
村
で
は
、
各
小
学

校
ご
と
に
放
課
後
教
室
を
設

置
し
、
対
象
は
小
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
受
け
入
れ
対
象

児
童
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
な
ど
の
意
見
を
聞
い

た
う
え
で
検
討
し
て
参
り
た

い
。

　
　
　
　

放
課
後
教
室
の
質

　
　
　

を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
児
童
館
に
設
置
義
務
の

あ
る
「
児
童
の
遊
び
を
指
導

す
る
も
の
（
旧
児
童
厚
生

員
）」
の
有
資
格
者
を
採
用

し
、
放
課
後
教
室
に
勤
務
す

る
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
放
課
後
教
室
に
勤

務
す
る
職
員
に
研
修
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
か
。
各
放
課

後
教
室
の
責
任
者
を
指
名
し

て
い
る
か
。

　
　
　
　

今
年
度
は
６
月
と

　
　
　

９
月
の
２
回
、
上
北

教
育
事
務
所
主
催
の
放
課
後

子
ど
も
プ
ラ
ン
合
同
指
導
員

研
修
会
に
参
加
さ
せ
、
支
援

の
必
要
な
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で

い
る
。

　

今
後
も
、
機
会
あ
る
ご
と

に
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

資
格
取
得
の
推
奨
や
有
資
格

者
の
採
用
に
努
め
る
な
ど
し

て
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図

り
つ
つ
、
児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
た
め
に
放
課
後
教
室

と
し
て
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

　

な
お
、
各
教
室
の
指
導
員

に
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
を
指
名
し
て
運
営

し
て
い
る
。

　
　
　
　

苦
情
対
応
に
ど
の

　
　
　

よ
う
に
対
処
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園

　
　
　

の
開
設
に
伴
い
、
こ

ど
も
園
と
放
課
後
教
室
を
対

象
施
設
に
加
え
て
、「
六
ヶ

所
村
こ
ど
も
園
等
苦
情
解
決

協
議
会
」
を
設
置
し
、
迅
速

か
つ
適
切
に
対
応
し
、円
滑
・

円
満
な
解
決
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　

苦
情
は
、
担
当
課
お
よ
び

各
施
設
で
口
頭
や
電
話
な
ど

で
受
け
付
け
改
善
な
ど
を
行

学
校
休
業
期
間
中
、
放
課
後
教
室
に
６
年

生
ま
で
受
け
入
れ
で
き
な
い
か
。

保
護
者
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
検
討
し

た
い
。

問答

問

の
小
規
模
な
修
繕
の
ほ
か
、

ト
イ
レ
の
水
回
り
や
消
防
設

備
不
良
箇
所
の
修
繕
な
ど
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
自
治
体
か
ら
の
報
告
に

よ
る
と
、
地
区
内
の
各
団
体

の
活
動
や
葬
祭
行
事
、
敬
老

会
の
会
場
と
し
て
利
用
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
地

区
内
の
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
大
い
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
環
境
整
備
に
努
め

て
参
り
た
い
。

　
　
　
　

尾
駮
地
区
は
、
集

　
　
　

会
所
の
あ
る
自
治
会

と
集
会
所
の
な
い
自
治
会
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
集
約
し

て
ひ
と
つ
の
集
会
所
と
し
て

新
た
に
建
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　
　

尾
駮
自
治
会
の
集

　
　
　

会
所
で
あ
る
尾
駮
地

区
学
習
等
供
用
セ
ン
タ
ー

は
、
建
設
か
ら
36
年
が
経
過

　

地
区
ご
と
に
あ
る
集
会
所

は
、
葬
祭
や
地
区
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
確
保
な
ど
の

観
点
か
ら
必
要
と
考
え
る

が
、
年
金
受
給
者
や
低
所
得

者
に
と
っ
て
は
会
費
が
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
次
の
２
点

に
つ
い
て
お
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

過
去
５
年
間
の
集

　
　
　

会
所
の
修
繕
や
改
築

に
要
し
た
費
用
は
い
く
ら

か
。

　

ま
た
、
年
間
の
利
用
頻
度

を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

22
施
設
の
修
繕
費

　
　
　

は
約
千
六
百
万
円
、

改
築
費
は
約
８
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

改
築
費
は
、
石
川
集
会
所

と
老
部
川
集
会
所
の
ほ
か
、

尾
駮
地
区
学
習
等
供
用
施
設

の
駐
車
場
の
拡
張
や
ス
ロ
ー

プ
設
置
工
事
な
ど
で
あ
る
。

　

修
繕
は
、
外
壁
・
床
な
ど

い
、
そ
の
状
況
を
説
明
す
る

な
ど
し
て
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
解
決
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
が
、
解
決
に
至
ら
な

答

問答

問

尾
駮
地
区
の
集
会
所
を
ひ
と
つ
に
集
約
で

き
な
い
か
。

旧
尾
駮
診
療
所
の
跡
地
に
整
備
し
た
い
。

問答

答

問答

問答

い
場
合
は
、
同
協
議
会
に
諮

り
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

医師住宅の解体作業が進む旧診療所敷地内
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か
ら
、
小
学
校
高
学
年
お
よ

び
中
学
生
な
ど
も
含
め
、
図

案
の
公
募
な
ど
の
方
法
に
よ

り
同
一
規
格
に
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　
　

現
在
の
収
集
所

　
　
　

は
、
要
綱
で
推
奨
規

格
を
提
示
し
、
原
則
的
に
は

同
一
規
格
と
し
て
い
る
が
、

建
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　

村
で
は
村
費
負
担
教
員
を

採
用
し
、
小
・
中
学
校
に
１

名
ず
つ
配
属
し
て
い
る
が
、

各
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
を

比
較
す
る
と
大
き
く
ば
ら
つ

き
が
あ
る
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
数
が

40
人
を
超
え
て
２
ク
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
学
年
も
ご
く
一

部
で
、
一
方
、
特
別
支
援
学

級
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

に
指
導
し
て
い
る
県
費
負
担

教
員
や
村
費
負
担
教
員
の
中

に
、
特
別
支
援
教
員
の
有
資

格
者
が
学
級
担
任
と
し
て
配

属
さ
れ
て
い
る
学
校
は
少
な

い
と
理
解
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
３

点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

小
学
校
１
・
２
年

　
　
　

生
は
、
学
校
生
活
の

基
本
や
き
め
細
か
な
指
導
を

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

１
ク
ラ
ス
25
人
と
す
る
村
の

方
針
を
打
ち
出
す
考
え
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
学
校
の
規
模
に
応

じ
た
村
費
負
担
教
員
を
配
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

　
　
　
　

村
で
は
、
児
童
生

　
　
　

徒
一
人
一
人
の
学
力

の
向
上
と
き
め
細
か
な
指
導

を
目
指
し
、
教
科
な
ど
に
応

じ
て
、
こ
れ
ま
で
少
人
数
指

導
や
習
熟
度
別
指
導
、
さ
ら

に
、
複
数
の
教
職
員
に
よ
る

指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
村
内
各
小
・
中
学

校
へ
村
費
負
担
教
員
を
１
人

配
置
し
、
県
費
負
担
教
職
員

と
同
等
の
教
育
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
着
実
な
学
力

向
上
と
安
定
し
た
学
校
生
活

を
送
る
た
め
の
生
徒
指
導
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、
国
の
学
級
編
成

お
よ
び
教
職
員
の
基
準
に
関

す
る
法
律
の
も
と
、
児
童
数

の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、

村
費
負
担
教
員
の
配
置
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　
　
　

教
職
員
の
負
担
軽

　
　
　

減
を
図
る
た
め
に
、

小
・
中
学
校
２
校
に
１
名
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
を
専
門
に
行
う

臨
時
職
員
な
ど
を
配
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

ほ
と
ん
ど
の
学
校

　
　
　

が
各
学
年
１
学
級
の

小
規
模
校
で
あ
る
。

　

以
前
は
、
学
校
の
事
務
職

員
が
行
っ
て
い
た
学
校
給
食

は
各
地
区
に
委
ね
て
い
る
。

　

収
集
所
の
新
設
や
修
繕
が

各
町
内
会
な
ど
の
運
営
を
逼

迫
さ
せ
る
と
の
声
が
あ
る
一

方
、
景
観
上
、
好
ま
し
く
な

い
収
集
所
も
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
各
町
内
会
の
代

表
者
で
組
織
す
る
行
政
連
絡

員
協
議
会
の
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

費
の
徴
収
や
就
学
援
助
費
な

ど
の
支
給
事
務
は
、
給
食
費

の
無
料
化
や
就
学
援
助
費
の

保
護
者
口
座
へ
の
振
り
込
み

な
ど
に
よ
り
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
各
小
・
中
学

校
事
務
の
現
状
を
注
視
し
つ

つ
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　
　
　

特
別
支
援
学
級
の

　
　
　

児
童
・
生
徒
の
教
育

に
、
専
門
的
知
識
を
有
し
、

か
つ
実
務
経
験
の
豊
富
な
退

職
教
員
も
含
め
た
村
費
負
担

教
員
を
２
校
に
１
名
程
度
配

置
す
る
こ
と
で
、
県
費
負
担

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
児
童
・
生
徒
へ
の
き

め
細
か
な
指
導
に
よ
り
、
将

来
、
大
き
く
飛
躍
す
る
機
会

を
与
え
る
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

　
　
　
　

特
別
支
援
学
級
で

　
　
　

は
、
対
象
児
童
・
生

徒
一
人
一
人
へ
の
き
め
細
か

な
個
別
指
導
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

　

現
在
、退
職
教
員
を
含
め
、

特
別
支
援
教
育
に
か
か
わ
る

資
格
を
有
す
る
教
員
は
全
体

的
に
少
な
く
、
県
内
の
特
別

支
援
学
校
を
見
て
も
、
十
分

な
配
置
が
で
き
な
い
状
態
で

あ
る
が
、
引
き
続
き
、
専
門

知
識
を
有
す
る
教
員
の
確
保

に
努
め
て
参
り
た
い
。

ご
み
収
集
所
の
図
案
を
公
募
に
よ
り
同
一

規
格
に
で
き
な
い
か
。

行
政
連
絡
員
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
検

討
し
た
い
。

問答
　

各
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ご
み
収
集
場
所
に
は
村
が

収
集
し
な
い
廃
棄
物
が
投
棄

さ
れ
て
い
る
場
所
が
多
く
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　

実
態
を
ど
の
よ
う

　
　
　

に
把
握
し
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

村
で
は
、
３
名
の

　
　
　

不
法
投
棄
監
視
員
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い
し
て

毎
月
報
告
を
受
け
て
い
る
。

現
在
、
把
握
し
て
い
る
箇
所

は
村
内
３
地
区
４
カ
所
で
、

今
年
度
中
に
撤
去
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

現
在
の
対
応
で
は
、
村
内

全
域
の
現
状
把
握
は
困
難
と

考
え
る
こ
と
か
ら
、
パ
ト

ロ
ー
ル
日
数
の
増
加
や
看
板

の
設
置
な
ど
で
監
視
活
動
の

強
化
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　
　
　
　

粗
大
ご
み
収
集
場

　
　
　

所
の
指
定
が
な
い
地

区
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

に
場
所
を
確
保
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
転
勤
の
多
い
４
月

と
７
月
の
前
月
は
、
休
日
を

利
用
し
て
片
付
け
が
出
来
る

よ
う
大
型
粗
大
ご
み
の
収
集

日
を
新
た
に
第
３
月
曜
日
も

加
え
、
月
２
回
と
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　

ご
指
摘
の
と
お

　
　
　

り
、
尾
駮
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
・
尾
駮
浜
・
野
附
地
区

に
は
土
地
が
確
保
で
き
な
い

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
大
型

粗
大
ご
み
集
積
所
が
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

村
で
は
、
当
該
地
区
自
治

会
か
ら
の
要
望
な
ど
を
踏
ま

え
、
移
転
要
望
の
あ
る
尾
駮

地
区
を
含
め
た
４
地
区
合
同

の
集
積
所
を
村
有
地
を
暫
定

的
に
活
用
し
て
３
月
か
ら
運

用
し
て
み
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

な
お
、
収
集
日
の
追
加
に

つ
い
て
は
、
３
月
の
収
集
状

況
を
確
認
し
た
う
え
で
、
必

要
が
あ
れ
ば
６
月
か
ら
実
施

し
た
い
。

　
　
　
　

ご
み
収
集
所
は
、

　
　
　

町
内
会
（
自
治
会
）

ご
と
に
異
な
る
建
物
と
な
っ

て
い
る
が
、
景
観
上
の
観
点

問答問

答問

答

学
校
規
模
に
応
じ
た
村
費
負
担
教
員
の
配

置
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

児
童
数
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
取
り
組

み
た
い
。

問答

問

答 問

答 問

答

一
般
質
問

一
般
質
問

不法投棄が後を絶たない村が指定する粗大ごみ置き場
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総務企画常任委員会総務企画常任委員会総務企画常任委員会総務企画常任委員会総務企画常任委員会
　倉内地区集会所は、建築から 38 年が経過
し老朽化が進んでいるとともに、総会や敬老
会の会場として利用する集会室が２階部分に
あることから、高齢者などの利用に不便をき
たしています。
　また、25 年４月から南小学校へ統廃合し
たことから使わなくなった旧倉内小学校は、
現在、プレハブ校舎を南地区児童生徒の学習
塾の会場として使っているものの、講堂は建
築から 44年が経過しています。
　地元自治会からは、プレハブ校舎を集会室
として利用したいとの要望がありましたが、
構造上、間取りの変更が困難と判断したとこ

ろ、再度、旧倉内小学校跡地を活用して地域
の交流拠点やイベント会場としての施設整備
を求める要望が出されました。
　そのようなことを踏まえ、村では、それら
の機能を備えた集会施設として、30 年４月
供用開始を目指して（仮称）倉内コミュニティ
センターを整備する旨の報告がありました。
　委員からは、「廃校となった笹崎小学校や
二又小学校も解体して敷地の有効活用を図る
べきではないか。」、「施設の名称は地域の子
供から募集して決めてはどうか。」などの意
見が出されました。

倉内地区コミュニティセンターの整備に着手

産業建設常任委員会産業建設常任委員会産業建設常任委員会産業建設常任委員会産業建設常任委員会
　千歳平地区の村道千歳平３・４号線（総延
長９．８キロメートル）の改修を、青森県核
燃料物質等取扱税交付金を活用して 28 年度
から 30 年度の３ヵ年かけて行うもので、同
路線には側溝も整備されているものの蓋がつ
いていないことから、安全衛生面の向上を図
るため蓋付の側溝の整備、経年劣化が確認さ
れている雨水管の補修も道路工事と併せて行
います。

　なお、道路工事は、箇所ごとに支持層が違
うことから、舗装のみの改修工事と路盤も含
めた改修工事を計画する旨の報告がありまし
た。
　委員からは、「車道と歩道の段差が大きい
ので歩行に苦慮しているお年寄りがいること
から、整備にあたっては自治会の意見を聞き
ながら進めていくべきだ。」、「実施設計に地
域の意見を反映させるべきだ。」などの意見
が出されました。

千歳平３・４号線を３ヵ年かけて改修

福祉教育常任委員会福祉教育常任委員会福祉教育常任委員会福祉教育常任委員会福祉教育常任委員会
　去る 10 月 30 日、学校法人レイクタウン
幼稚園の理事長より、同法人が管理する閉園
となったレイクタウン幼稚園の土地・建物な
ど一式を寄附する旨の申し出があり、村とし
ては尾駮小学校放課後教室として利用するこ
ととして寄附を受けた旨の報告がありまし
た。
　委員からは、「法律上の制限がなければ放
課後教室の対象児童を６年生までにすること
を検討すべきだ。」などの意見が出されまし
た。

レイクタウン幼稚園を無償で村に寄附

12月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

　また、老朽化による平沼保育所の移転改築
は、関係自治会の意見を踏まえ、南小学校か
ら国道 394 号を挟んだ南側を適地と判断し、
平成 30 年４月の開所に向けて次年度から事
業に着手する旨の報告がありました。
　委員からは、「農地を買収して建設するの
はいかがなものか。」、「児童・生徒数の減少
が予想されることから、第二中学校の敷地の
有効活用も検討してみてはどうか。」などの
意見が出されました。

尾駮小学校の放課後教室に利用されている旧レイクタウン幼稚園
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要
望
活
動

要
望
活
動

東北防衛局に基地対策に東北防衛局に基地対策に
　　　　　関する要望を実施　　　　　関する要望を実施
東北防衛局に基地対策に
　　　　　関する要望を実施
　去る 11 月９日（月）、総務企画常任委員　去る 11 月９日（月）、総務企画常任委員
会に所属する議員が戸田村長に同行して三沢会に所属する議員が戸田村長に同行して三沢
対地射爆撃場周辺対策に関する要望活動を実対地射爆撃場周辺対策に関する要望活動を実
施いたしました。施いたしました。
　今回の要望は、射爆撃場周辺の騒音対策な　今回の要望は、射爆撃場周辺の騒音対策な
どの改善策を長年にわたり国や関係機関に対どの改善策を長年にわたり国や関係機関に対
して要望しておりますが、実現に至っていなして要望しておりますが、実現に至っていな
いことから、これまでの要望項目に「再編交いことから、これまでの要望項目に「再編交
付金制度の延長に関すること」、「移転跡地の付金制度の延長に関すること」、「移転跡地の
無償貸与に関すること」を追加し、25 年 10無償貸与に関すること」を追加し、25年 10
月に続き２年ぶりに行いました。月に続き２年ぶりに行いました。
　当日は、戸田村長から東北防衛局の坪川弘　当日は、戸田村長から東北防衛局の坪川弘
企画部長に要望書を渡した後、戸田村長が「村企画部長に要望書を渡した後、戸田村長が「村

民の生活環境改善のために基地周辺対策を推民の生活環境改善のために基地周辺対策を推
進するようお願いしたい。」、橋本議長からは進するようお願いしたい。」、橋本議長からは
「厳しい生活環境下で沖縄県の訓練移転に協「厳しい生活環境下で沖縄県の訓練移転に協
力してきた本村の果たしている役割を十分認力してきた本村の果たしている役割を十分認
識いただき、特段の配慮を賜りたい。」と挨拶。識いただき、特段の配慮を賜りたい。」と挨拶。
　その後、坪川企画部長から要望項目ごとに　その後、坪川企画部長から要望項目ごとに
回答をいただき、意見交換を行いました。回答をいただき、意見交換を行いました。
　意見交換では、「事務所や店舗の防音工事　意見交換では、「事務所や店舗の防音工事
はいつ頃からできるのか具体的に示してほしはいつ頃からできるのか具体的に示してほし
い。」、「移転跡地の使用を無償にできないもい。」、「移転跡地の使用を無償にできないも
のか。」、「本土唯一の射爆撃場なので、騒音のか。」、「本土唯一の射爆撃場なので、騒音
評価方法の見直しに防衛省として真剣に考え評価方法の見直しに防衛省として真剣に考え
てほしい。」などの意見が出されました。てほしい。」などの意見が出されました。

●射爆撃場の特殊性を考慮した騒音
　区域指定に係る算定方法を新たに
　制定していただきたい。

　射爆撃場における着弾などの騒音や振動
を航空機騒音に加算して評価する方法は確
立されていないことから、将来的な検討課
題としたい。

●騒音区域指定を見直していただき
　たい。

　騒音区域指定は、音響の強度、発生回数、
発生時間帯などの騒音調査結果を総合的に
評価したうえで指定している。
　従って、自治会単位での区域指定は困難
であることを理解して頂きたい。
　なお、現時点では、大きな変化がないこ
とから見直しをする計画はない。●事務所や店舗の防音工事も実施し

　ていただきたい。

　防音工事は、住民の生活安定と福祉の向
上に寄与することを目的として、病院・福
祉施設・住宅などを優先する必要があるこ
とから、事務所、店舗などについては将来
の課題である。

●一般住宅の外郭防音工事対象区域
　を拡大していただきたい。

　対象区域の進捗状況を踏まえて検討して
参りたい。

●移転跡地の無償使用許可を緩和し
　ていただきたい。

　財務省と交渉した結果、使用許可の相手
が六ヶ所村であること、畜産業の振興など
を目的とすることなどを条件に、有償で牧
草地としての使用許可を考えている。
　今後、具体的な内容は、村と相談しなが
ら手続きを進めて参りたい。

●移転区域に附帯する土地も買収し
　ていただきたい。

　法律に基づき、移転対象区域である第２
種区域の移転補償、土地の買入れなどを
行っているが、区域外に所在する土地は、
法律に基づく買収は困難である。

●再編交付金の交付期間を延長して
　いただきたい。

　再編交付金は、法律に基づき算定した額
を交付するものであり、当該法律は時限立
法であることから、交付期間の終了後の交
付は困難であるが、この度の要望を踏まえ、
本省へ伝えて参りたい。

坪川企画部長（前列中央）はじめ対応した東北防衛局職員坪川企画部長（前列中央）はじめ対応した東北防衛局職員
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再処理事業に国の関与を強化
原燃に事業を委託する認可法人を新設か？
　去る、10 月 15 日（木）、経済産業省原子　去る、10 月 15 日（木）、経済産業省原子
力小委員会の原子力事業環境整備検討専門力小委員会の原子力事業環境整備検討専門
ワーキンググループで検討が行われてきた電ワーキンググループで検討が行われてきた電
力自由化の実施に伴う競争環境下における原力自由化の実施に伴う競争環境下における原
子燃料サイクル事業の課題などについて、議子燃料サイクル事業の課題などについて、議
会議員全員協議会を開催して資源エネルギー会議員全員協議会を開催して資源エネルギー
庁から直接説明を受けました。庁から直接説明を受けました。
　当日は、戸田村長から「村にとって関わり　当日は、戸田村長から「村にとって関わり
の深い問題であることから、まだ検討段階での深い問題であることから、まだ検討段階で
はあるが説明を受け議員の意見を伺いたい。」はあるが説明を受け議員の意見を伺いたい。」
と挨拶。と挨拶。
　神宮勉核燃料サイクル産業立地対策室長か　神宮勉核燃料サイクル産業立地対策室長か
らは、「再処理事業を、電力の自由化が進むらは、「再処理事業を、電力の自由化が進む
中でも事業を安定して進められるような仕組中でも事業を安定して進められるような仕組
みづくりについて専門部会を立ち上げて議論みづくりについて専門部会を立ち上げて議論
しているところである。」としたうえで、「サしているところである。」としたうえで、「サ
イクル事業の位置づけ」、「原子力事業を巡るイクル事業の位置づけ」、「原子力事業を巡る
環境変化」、「今後の課題」などを説明し、ワー環境変化」、「今後の課題」などを説明し、ワー
キンググループで審議されてきた事業の実施キンググループで審議されてきた事業の実施

主体となる認可法人の責任や役割などについ主体となる認可法人の責任や役割などについ
て報告がありました。て報告がありました。
　議員からは、「新たに設立する認可法人が　議員からは、「新たに設立する認可法人が
安全や地域振興に責任を持てるのか。」、「村安全や地域振興に責任を持てるのか。」、「村
は、サイクル事業を３点セットで誘致した。は、サイクル事業を３点セットで誘致した。
再処理だけでなく他の事業にも国が強く関再処理だけでなく他の事業にも国が強く関
与し事業を進めていくべきだ。」、「国も立地与し事業を進めていくべきだ。」、「国も立地
基本協定の当事者として関わりを持つべき基本協定の当事者として関わりを持つべき
だ。」、「第三者委員会を設置したら地元からだ。」、「第三者委員会を設置したら地元から
も委員を選任していただきたい。」などの意も委員を選任していただきたい。」などの意
見が出されました。見が出されました。
　最後に、橋本議長から「再処理事業の安定　最後に、橋本議長から「再処理事業の安定
経営のために国の関与を強めることは喜ばし経営のために国の関与を強めることは喜ばし
いことだが、その議論にあたっては、立地村いことだが、その議論にあたっては、立地村
と日本原燃をはじめ電気事業者との信頼関係と日本原燃をはじめ電気事業者との信頼関係
を損ねることのないように、過去の経緯などを損ねることのないように、過去の経緯など
も十分配慮して対応していただきたい。」とも十分配慮して対応していただきたい。」と
要望いたしました。要望いたしました。

再処理等拠出金法案が閣議決定
通常国会に提出　年度内に可決か？

　去る、２月 15 日（月）、議会議員全員協　去る、２月 15 日（月）、議会議員全員協
議会を開催し、現行の再処理等積立金法を「原議会を開催し、現行の再処理等積立金法を「原
子力発電における使用済燃料の再処理等の実子力発電における使用済燃料の再処理等の実
施に関する法律」に改め、使用済燃料の再処施に関する法律」に改め、使用済燃料の再処
理などの着実な実施のために原子力事業者に理などの着実な実施のために原子力事業者に
対して再処理などに必要な資金を拠出金とし対して再処理などに必要な資金を拠出金とし
て納付することを義務付け、その管理運営をて納付することを義務付け、その管理運営を
担う認可法人の設立などを義務付けた「再処担う認可法人の設立などを義務付けた「再処
理等拠出金法案の概要」について、資源エネ理等拠出金法案の概要」について、資源エネ
ルギー庁から直接説明を受けました。ルギー庁から直接説明を受けました。
　当日は、法案の作成を担当した曳野潔電力・　当日は、法案の作成を担当した曳野潔電力・
ガス事業部政策課企画官から、２月５日（金）ガス事業部政策課企画官から、２月５日（金）
に閣議決定し通常国会に提出された法案の概に閣議決定し通常国会に提出された法案の概
要について説明がありました。要について説明がありました。
　議員からは、「新たに設立される法人の事　議員からは、「新たに設立される法人の事
務所は本村に置くべきである。」、「新法人の務所は本村に置くべきである。」、「新法人の
運営委員には地元の有識者を選任すべきであ運営委員には地元の有識者を選任すべきであ
る。」、「新法人を当事者として加え、立地基る。」、「新法人を当事者として加え、立地基
本協定を締結し直すべきである。」などの意本協定を締結し直すべきである。」などの意

見が出されました。見が出されました。
　最後に、橋本議長から国に対し、「長年に　最後に、橋本議長から国に対し、「長年に
わたり事業者と築いてきた信頼関係を一瞬にわたり事業者と築いてきた信頼関係を一瞬に
して壊さないよう地元の声をしっかりと聞きして壊さないよう地元の声をしっかりと聞き
ながら進めていただきたい。」と要望して終ながら進めていただきたい。」と要望して終
了いたしました。了いたしました。

議員からの質問に答える曳野企画官（中央）議員からの質問に答える曳野企画官（中央）
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東北町の視察結果

議会中継をロックＴＶで？議会中継をロックＴＶで？
　　　　　　その可能性を調査　　　　　　その可能性を調査
　12月定例会において、議会中継に関する調　12月定例会において、議会中継に関する調
査を行うために議会広報に所属する５人の議員査を行うために議会広報に所属する５人の議員
の派遣承認をいただき、12月８日には本会議の派遣承認をいただき、12月８日には本会議
を生放送で行っている東北町、１月 28日にはを生放送で行っている東北町、１月 28日には
本会議の一般質問のみを録画編集により放送し本会議の一般質問のみを録画編集により放送し
ている五戸町を視察調査いたしました。ている五戸町を視察調査いたしました。
　県内には、両町以外にも議会中継を行ってい　県内には、両町以外にも議会中継を行ってい

る市町村がありますが、視察研修を行った両町る市町村がありますが、視察研修を行った両町
は本村でも整備している光ケーブルを用いた情は本村でも整備している光ケーブルを用いた情
報基盤整備事業による自主放送を活用したサー報基盤整備事業による自主放送を活用したサー
ビス提供をしていることから、現実性・経済性・ビス提供をしていることから、現実性・経済性・
迅速性などの観点からも非常に参考になること迅速性などの観点からも非常に参考になること
から行うこととしました。から行うこととしました。

【 調 査 の 概 要 】
　東北町には、12 月定例会の一般質問が行
われる日にお邪魔し、斗賀壽一町長との懇談
および甲地昇議長・蛯沢達也副議長と懇談し
た後、議会事務局職員から議場内システムの
説明、担当課職員から議会放送中の作業内容
などについて説明を受けました。
　また、当日の本会議を議場で傍聴するとと
もに議長室をお借りし生放送中の議会中継を
テレビで確認をいたしました。

【システムの概要】
　議場内には、発言要求・発言許可・各席に
設置されたマイクと議長の発言許可と連動す
るカメラが２台と固定式カメラを１台設置し
ている。
　また、放送画面に発言者などのテロップの
入力や議会休憩中の画像調整などを行うため
のシステムが整備されていた。

【運用上の留意事項】
　発言の訂正ができないことから、言葉使い
や発言内容に細心の注意が必要になる一方
で、議会運営上、議長の議事進行が重要になっ
てくる。
　また、本会議開始前に議会のシナリオなど
の事前調整が必要になるほかに、放送を流す
ための専属職員を本会議中に常時２名必要と
する。

【 調 査 の 概 要 】

五戸町の視察結果

【システムの概要】
　発言要求は挙手により行い、議長の発言許
可に連動して作動する各席に設置されたマイ
ク、カメラ３台が議場内に設置されている。
　録画している内容は、議会事務局と一部の
会議室で直接確認ができるほか、議場内にも
２台のモニタを設置して、出席者が確認でき
るようになっている。
　なお、整備は、町の運用にあったシステム
を構築するため、企画提案型のプロポーザル
方式を採用して整備している。

【運用上の留意事項】
　現在、録画したデータを町のケーブルテレ
ビを担当する職員が約２ヵ月かけて編集し、
約１ヵ月間放送するタイムスケジュールで
行っているが、編集期間の短縮や放送時間帯
の工夫が求められている。

　選挙の投票率および住民の議会への関心の低　選挙の投票率および住民の議会への関心の低
下などにより議会の活性化が求められている中下などにより議会の活性化が求められている中
で、その解決策のひとつとして議会中継システで、その解決策のひとつとして議会中継システ
ムの導入に取り組む市町村が全国的に増加傾向ムの導入に取り組む市町村が全国的に増加傾向
にあります。にあります。
　また、これまでの情報化社会の急激な進展を　また、これまでの情報化社会の急激な進展を
顧みますと、将来的には欠かせない住民サービ顧みますと、将来的には欠かせない住民サービ
スのひとつになることが予想されます。スのひとつになることが予想されます。

　以上のことを踏まえると、今回の調査で知り　以上のことを踏まえると、今回の調査で知り
得たメリットとデメリットを参考にしながら、得たメリットとデメリットを参考にしながら、
本村に最も適した議会運営およびロックＴＶの本村に最も適した議会運営およびロックＴＶの
運用方法の構築に努めることが本村に適したシ運用方法の構築に努めることが本村に適したシ
ステムの構築につながるものと思います。ステムの構築につながるものと思います。
　今後とも、議会本会議の様子を一日も早く皆　今後とも、議会本会議の様子を一日も早く皆
さんのご家庭に届けることができるよう検討しさんのご家庭に届けることができるよう検討し
て参ります。て参ります。

ま と め

　大沢博副議長から挨拶をいただき、議場内
で整備されているシステムについて説明を受
け、その後、「議会中継を実施することになっ
たきっかけ」、「録画から放送するまでの作業
内容とその期間」、「住民などの反応」などに
ついて、議会事務局職員から説明を受けまし
た。
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平成28年第１回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）

日　程 月　日（曜） 区　　　分 会　議　内　容
第 １ 日 目 ２月29日（月） 本会議（午前10時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託
第 ２ 日 目 ３月 1日（火） 休　　会
第 ３ 日 目 ３月 2日（水） 休　　会 常任委員会※1

第 ４ 日 目 ３月 3日（木） 休　　会 常任委員会※1、特別委員会※2

第 ５ 日 目 ３月 4日（金） 休　　会
第 ６ 日 目 ３月 5日（土） 休日休会
第 ７ 日 目 ３月 6日（日） 休日休会
第 ８ 日 目 ３月 7日（月） 休　　会
第 ９ 日 目 ３月 8日（火） 本会議（午前10時） 一 般 質 問
第 11 日目 ３月 9日（水） 本会議（午前10時） 議 案 審 議
第 12 日目 ３月 10日（木） 本会議（午前10時） 議案審議、委員長報告、閉会

※議会の日程は、変更されることがあります。

議会を監視するのは『あなた』です。
12月定例会の傍聴人は27人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12月の
年４回開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111
（内線 411 または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

※１　総務企画常任委員会　　　　　　　　　３月２日（水）10時 00分～
　　　産業建設常任委員会　　　　　　　　　３月２日（水）13時 30分～
　　　福祉教育常任委員会　　　　　　　　　３月３日（木）10時 00分～
※２　むつ小川原エネルギー対策特別委員会　３月３日（木）13時 30分～　
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　河野氏は、米国ワシントン州立大学やオハイオ州
立大学院で農業経済学などを専攻され、青森公立大
学では研究科長教授として、国際経済学・農業経済
学・計算経済学などを専門分野として活躍していま
す。
　当日は、橋本議長から「ＴＰＰに関しては、我が
議会でも反対表明をした経緯があるが、ここまでき
てしまえばＴＰＰのメリットを最大限活かし、デメ
リットを最小限に抑える必要がある。そのためにも、
ＴＰＰをしっかり理解することが大事だ。」と挨拶。
　その後、河野氏の講演では、同氏のＴＰＰに対す
る考え方について、これまで新聞などの取材に応じ

て掲載された新聞記事をもとに紹介し、賛否両論の
ＴＰＰと農業政策について、農業分野の現状や貿易
自由化の必要性などを説明のうえで、ＴＰＰによっ
て今後どうなるのか品目ごとの具体的なメリット・
デメリットを紹介していただきました。
　昨年 10月のアトランタ閣僚会合による大筋合意
から４ヵ月が経過し、本年２月にはニュージーラン
ド最大の都市オークランドで調印式が行われ、各国
の議会の承認後には正式に協定の発効となります
が、ＴＰＰのメリットを村政に反映させて参りたい
と思います。

（会期：平成28年２月 29日から３月10日まで　11日間）

青森公立大学教授を招き議員研修を実施青森公立大学教授を招き議員研修を実施
大筋合意されたＴＰＰのメリットを探る大筋合意されたＴＰＰのメリットを探る
去る 12月４日（金）、全議員を対象とした議員研修会を開催いたしました。

●演　題　『ＴＰＰ合意がもたらす本村への影響』
●講　師　青森公立大学　教　授　　河　野　秀　孝　氏


